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使徒の働き 16 章 16～34 節 
Ⅰ．人の思いと神の計画 
「人の心には多くの思いがある。しかし主の計画こそが実現する」箴言 19 章 21 節 

 
 
Ⅱ．福音は宣教の主である神の霊によって広められる 
 ピリピの町は、当初の伝道旅行の計画にはない町。（16 章 6,7 節） 

 
その町で起こる不当な扱い。 
「占い」⇒「腹話術」を使って占いをする占い師にあてられていることば 

 
 
信仰に生きる時、異なる価値観で生きる人々との間に摩擦が生じることがある。 
神様の霊によって福音が広められるというのは、私たちにとっていつも良い状況が続くことを意

味しているわけではない。 
  
 
困難の先にもなお、主の働きはある。 

 
 
Ⅲ．福音は神様から遣わされているキリスト者をとおして広められる 
  
①.キリスト者の生き方を通しなされる証（25 節） 
  
「環境や情況に支配されるのではなく、逆にその環境や情況を支配し、変えてしまう力、それが

クリスチャンに与えられている特権であることを知るのである」 
 
②.キリスト者の口を通して語られる福音（31,32 節） 
  
 
まとめ． 
私たちの思いや計画を超えて、神の宣教は今も聖霊の導きの中で、私たち一人ひとりのキリスト

者を通して進められている。福音はなお広がっている。キリストの福音がますます多くの人々に届

けられることを願い求めつつ、ここからまた遣わされていきたい。 


